
 

 

 

 

 

 

 ｒａｎｄｏｍが存在するサンプルのＶＦ％解析 
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１．概要 

ＯＤＦによる方位の定量としてＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ（ＶＦ％）があり、複数のソフトウエ

アでサポートされています。しかし、定量結果の評価基準が曖昧になっています。 

本資料では、ｒａｎｄｏｍが残っている極点図を用い、最初にｒａｎｄｏｍ定量（ｒａｎｄｏｍ％）

を行い、ＶＦ％計算時、予め求めていたｒａｎｄｏｍ％が一致した時点でＶＦ％の計算を終了とし 

求めたＶＦ％の評価を行ってみます。 

 

ｃｏｐｐｅrが１％（ＶＦ％＝１％）、他はｒｅａｎｄｏｍ 

 ＯＤＦ図表示の等高線部分 

    ｒａｎｄｏｍ＝９９％（実測定データでは致しない事もあります） 

 

 ｒａｎｄｏｍｌｐｒｏｆｉｌｅで表示する（ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙの機能） 

    ｒａｎｄｏｍ＝９９％ 

 

 

 

 

 



２．測定データ 

 

 

 

 

 

 黄色表示がバックグランドです。 

 

 

 

 

 

 

 



３．極点処理 

 バックグランド除去、計算ｒａｎｄｏｍ補正、内部規格化 

  

 予測 Rp％ 

  

 

 計算結果 

  ｛１１１｝極点図、中心から１０ｄｅｇの密度が高い傾向がある。 

 

 

 

 

 

 

 



４．ODF解析にてｒａｎｄｏｍ％を求める 

４．１ ＬａｂｏＴｅｘ 

  

ほぼ計算されている。 

 

 ３４％のｒａｎｄｏｍが含まれている。 

 

 



４．２ MTEX 

半価幅１０ｄｅｇで計算されている 

 

 ３６％のｒａｎｄｏｍが含まれている。 

 

 

 



４．３ ＷＩＭＶ 

  

  

  

  ｒａｎｄｏｍ％が４３％と少し多めに計算される。 

 



５． ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを求める 

５．１ ＬａｂｏＴｅｘ 

 含まれている可能性の高い順に表示されます。 

 

 予測ｒａｎｄｏｍ％３４％に対し３１．８２％が求まる 

入力極点図から計算したODF             VF%から計算した ODF 

 

  



 ５．１．１ ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ評価 

  

 予め調べたｒａｎｄｏｍ％３４％を下回った時点で計算終了とした。 

  

  Ｏｔｈｅｒがｒａｎｄｏｍ％＋その他の方位である 

  

  ＶＦ％から計算したＯＤＦのｒａｎｄｏｍも３２％を示している。 

  ＶＦ％解析は終了していると判断出来ます。 

   

 



５．２ ｎｅｗＯＤＦ 

 デフォルトの Talor,S,Brass,Copper,Cube,Gossを指定、 

 

 ｒａｎｄｏｍ％＝２９％            ｒａｎｄｏｍ％が一致しない 

Component    WIMV 

  

  

ｅｕｌｅｒ角度の制限なしで検索してい

ます。 

コンポーネントと WIMV のＯＤＦは似

ている 

コンポーネントの残渣とＯＤＦから 

計算される最高頻度％が一致しない。 

又、ＷＩＭＶも乱れが発生している 

指定方位が足りない場合、指定された

VF%が大きくなりこの現象を示す 



６． ＬａｂｏＴｅｘのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを求める注意点 

 ＬａｂｏＴｅｘの方位ＤａｔａＢａｓｅには複数の方位が登録されている。 

    実際のＯＤＦに合わせる場合、Copper,やＳ方位はシフトしている可能性があります。 

 予めシフトを確認しDataBaseに登録しておきます。 

 Ｃｏｐｐｅｒ方位 

  

  

   



 Ｓ方位 

  

  

  

 

 



まとめ 

ｒａｎｄｏｍが含まれている場合、Ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄ（Ｏｔｈｅｒ）に定量されたＶＦ％以外に

指定されていない方位とｒａｎｄｏｍ％が含まれる。ＶＦ％の残渣がｒａｎｄｏｍ％を目標に解析が行

われる。ｒａｎｄｏｍが含まれていない場合、残渣は０が目標になる。 

残渣が有る場合、すなわち、指定方位が少ない場合、解析された％は多めに計算される傾向があります。 

   ｎｅｗＯＤＦでは、コンポーネント推定で方位の追加が可能かもしれません。 

   ＬａｂｏＴｅｘのようなＤａｔａＢａｓｅから可能性のある方位順指定が出来れば操作性が上がります。 

   手持ちバージョンでは難しい。 

 

  


